
文教大学 教育学部 心理教育課程 幼児心理教育コース 2年 片岡優奈

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
いま、ご紹介いただいた片岡優奈と申します。(どうぞ、よろしくお願いいたします。)幼児心理教育コース では、幼稚園教諭の免許と保育士資格の取得をめざして勉強しています。



選択授業 「器楽表現基礎Ⅰ」

授業の目標

「子どもの歌」の弾き歌いを学習し、

歌のレパートリーを身につける

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日、ご紹介する授業は、「器楽表現基礎Ⅰ」という選択授業です。この授業では、「子どもの歌」の弾き歌いを学習して、幼児といっしょに歌える歌のレパートリーを身につけることが主な目標です。



オンライン授業の内容
「器楽表現基礎Ⅰ」シラバス⇒Music Laboratory

manabaでのビデオ視聴によるオンデマンド型授業

→弾き歌いの伴奏方法(コード)を学習

Google Meetによるリアルタイム型授業

→ピアノ弾き歌いのレッスン

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「器楽表現基礎Ⅰ」は、シラバスでは、Music Laboratoryを使った演習授業となっています。　が、春学期は、感染対策のために、すべて、オンライン授業となりました。オンライン授業は、「manabaによるオンデマンド型」と「Google Meetによるリアルタイム型」を組み合わせた内容でした。Manabaでは、弾き歌いの伴奏方法として、コードネームを学びました。また、毎週Meetで接続して、ピアノの弾き歌いのレッスンを行いました。



Manaba授業のトップページ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、Manabaの「器楽表現基礎Ⅰ」のトップページです。下の「コンテンツ」から授業回数を順に学習していきます。課題は、上の「レポート」タブから表示します。



Manaba授業のレポートページ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「レポート」タブのページです。「コードネーム」学習の課題が7つと、毎日の練習の様子を記録する「ピアノ練習記録」があります。



Meet授業のレッスンの様子

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この写真は、Google Meetによるリアルタイム型授業の様子です。下の小倉先生の画面では、先生の指使い等を確認できます。



Meetのレッスン動画

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ピアノ弾き歌いのレッスンの様子を、一部ご覧ください。






オンライン授業を受講して
メリット

リアルタイムのレッスン⇒双方向でやりとり

デメリット

音質や音の遅延の問題、保育現場に近い環境ではない

実際に聴く人はいない⇒演奏への緊張感が生まれない

今後のオンライン授業への期待

理論的な内容についてはmanabaのオンデマンド型だと
復習がしやすく、分かりやすい

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オンライン授業を受講して、良かった点は、ピアノの弾き歌いのレッスンで、先生と、映像と音について、双方向でやりとりができたので、ピアノの指使いなどが細かく確認できたことです。悪かった点音質が悪く、聴きにくいことがあったことと、音が少し遅れるので、音楽のレッスンはやり難いと思いました。今後のオンライン授業へ、期待することは、大学で行う普通の授業に戻っても、理論的な内容については、manabaのオンデマンド型を使って学習できると、より分かりやすいと思います。以上で説明を終わります。
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